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アジア農村研究会 インドネシア西ジャワ州カラワン調査実習(201１年3月)のご案内   

 

2010年11月11日  

 

アジア農村研究会では、毎年実施してきました海外調査実習を、来年（2011年）3月も、行なうこ

とになりました。本研究会は、1993年に東京大学の学生を中心に設立されました。アジア各地にて

今なお人口の大部分を占める農村を実習の舞台とし、フィールドワークの方法論を体得するととも

に、現地の実態について学び、理解を深めることを目的としております。発足当初より、東京大学

の桜井由躬雄教授(現名誉教授)に顧問を務めていただき、指導いただいております。 

これまで毎年3月に約2週間、アジアについて関心を寄せる学生が大学・専門分野に捉われず

集い、アジア各地(タイ・中国・台湾・インドネシア・マレーシア・日本・ベトナム・ビルマ・韓国)におい

て調査実習をしてきました。これを通じて、文化を異とする現地の研究者・学生・住民との交流、大

学・専門分野を異とする全国各地の学生の交流の場にもなってきました。 

第１９回目となる今回の調査では、インドネシア西ジャワ州カラワンの特定の村落にて、基礎調査

実習を行ないます。同地域は首都ジャカルタから東方約50キロに位置し、1990年代初頭の日系工

業団地の進出によって、外来の産業、労働者が増大しており、工業団地に隣接する農村社会は大

きく変わりを遂げています。そこで今回は皆様との共同作業で聞き取り調査を行ない、当地の社会

変容の様相を探りたいと考えております。 

本研究会の目的は、現地での調査実習を通じてフィールドワークの方法論を体得することにあり、

調査経験のない方でも問題はありません。インターカレッジ、インターディシプリンを原則としている

本研究会では、海外・全国各地の大学・大学院、さまざまな専門分野の参加者を歓迎いたします。

また通訳もいるため、インドネシア語のできない方でもご心配いりません。 

詳しい予定内容は以下の通りです。ご質問等がございましたら、お気軽にご連絡ください。 

皆様のご参加を心よりお待ちしております。  

 

【予定期間】  

2011年3月2日(水) ～3月15日(火)  

 

【予定日程】  

・3月 2日（水）～24:00頃  ジャカルタ市内のホテルに各自集合 (日本での集合も検討中) 

・3月 3日（木） 午前：ジャカルタ市内のホテル集合・レクチャー  

午後：ジャカルタ市内見学、夜：懇親会  

・3月 4日（金） 午前：西ジャワ州カラワン移動・大学・調査地表敬訪問  

午後：大学でのレクチャー  

・3月 5日（土） 午前：測量             午後：製図  

・3月 6日（日） 午前：聞き取り調査     午後：データ処理 



2 

 

・3月 7日（月） 午前：聞き取り調査     午後：データ処理  

・3月 8日（火） エクスカーション (休息日) 

・3月 9日（水） 午前：聞き取り調査     午後：聞き取り調査、データ処理 

・3月10日（木） 午前：聞き取り調査     午後：データ処理 

・3月11日（金） 午前：中間報告会準備   午後：中間報告会  

・3月12日（土） 午前：聞き取り調査     午後：データ処理   

・3月13日（日） 午前：聞き取り調査     午後：データ処理 

・3月14日（月） 午前：最終報告会準備   午後：最終報告会    

夕刻：調査地、大学への感謝会  

・3月15日（火） 午前：機材整理         午後：打ち上げ、カラワンにて解散  

 

 

＊ 日程はあくまで予定であり、細かい変更の可能性があります。 ＊ 宿泊は基本的に同性二人

ずつの相部屋となります。 

 

【調査内容】 

（１）聞き取り調査：数人ずつの班に分かれ、村内において戸別訪問を行い、日本出発前後に準備

する質問票に基づいた聞き取り調査を行います。 

（２）データ処理：聞き取り調査で得た情報をその日にデータベース化します。それを基に現地で調

査結果検討会を開き、帰国後、報告書にまとめます。  

（３）調査報告:各班の情報を交換・共有します。中間報告会で各班は調査後半への課題を発見し、

最終報告会で報告および議論を行います。帰国後に反省会を開催し、最終報告書にまとめます。  

 

【募集対象、人数】 日本側20名前後（上限25名）を予定しています。応募多数の場合、原則先着

順とさせていただきます。  

 

【参加費】 6万5000円 ＊参加費に含まれるもの：事前説明会開催費（地方から開催地までの交通

費は、高速バス代相当分まで補助。新幹線等利用の場合差額を自己負担）、調査アレンジ経費、

ジャカルタ集合時から解散時までの滞在費（ホテル代・食費）、ビザ代金。  

＊参加費に含まれないもの：航空券代・海外旅行傷害保険代  

 

【その他】 ＊パスポート：各自ご用意ください。 ＊航空券：各自1月16日までにご手配ください。  

＊保険：必ず海外旅行保険への加入を各自お願いします（3000円程度から）。 ＊事前説明会：参

加者確定後、顔合わせと測量実習を兼ねた1-2泊程度の合宿を山中湖畔にて2月中旬に行う予定

です。  
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【参加申し込み】参加を希望される方は、2010年12月10日（金）（当日消印有効）までに以下(a)～

(c)を、参加申し込み用紙に必要事項をご記入の上、パスポートのコピーを添え、下記住所宛にご

郵送ください。 

(a) 参加申込書 （本募集要項の五頁目） 

(b) パスポートのコピー(顔写真・パスポート番号の入った頁)  

(c) 法定代理人同意書（本募集要項の六頁目）: 未成年の方のみご提出ください。  

 

宛先: 259-1292 神奈川県平塚市北金目四丁目1番1号   

東海大学文学部アジア文明学科 内藤研究室内 アジア農村研究会 連絡担当 鋤柄翔 

 

＊全日程に参加いただけない場合、一部の日程のみの参加も可能です。ただ初参加者の方には

なるべく全日程に参加いただけますよう、お願いいたします。下記までご相談ください。   

参加を希望されるもののご自身の予定との兼ね合いでまだ参加が確定できない方は、予定がい

つごろまでに確定するかお書き添えください。 

なお、調査開始前に参加をキャンセルされた場合、それまでにかかった準備費用(12月下旬よりビ

ザ代金など、2月よりホテル代など)をご負担いただく場合があります。ご不明な点などございました

ら、下記までご連絡ください。  

 

【参加申し込み及び問い合わせ先】  

担当：石田 幸生 （いしだ さちお）   

慶應義塾大学大学院社会学研究科 博士課程  

E-mail: anoukai2011boshuu@yahoo.co.jp  

 

アジア農村研究会について 

【沿革】  

1993 アジア農村研究会設立   同年3月 東北タイ広域調査実習  

1994 中央タイ・ナコンパトム県農村調査実習：シラパコン大協力  

1995 上海近郊農村調査実習：上海社会科学院外事処協力  

1996 台湾桃園県農村調査実習：台湾中央大学協力 

1997 スマトラ島広域調査実習  

1998 ペナン島華人集落調査実習：マレーシア理科大学協力  

1999 マレーシア・スランゴール州農村調査実習①：マラヤ大学協力  

2000 沖縄県浜比嘉島調査実習：琉球大学協力  

2001 マレーシア・スランゴール州農村調査実習②  

2002 南タイ・北マレーシア広域調査実習：ソンクラー大学、マレーシア北部大学協力  

2003 北タイ・チェンマイ近郊農村調査実習：チェンマイ大学協力  
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2004 ベトナム・ハノイ街区調査実習：ベトナム社会科学アカデミー家族・ジェンダー研究院協力   

同年10月 当研究会が「東京大学総長賞」受賞  

2005 ビルマ（ミャンマー）広域調査実習：東南アジア教育省機構歴史伝統センター協力 

同年10月 当研究会編『学生のためのフィールドワーク入門』（めこん）出版            

2006 韓国忠清南道燕岐郡農村調査実習：忠南大学校経商大学協力  

2007 タイ・バンコク中華街調査実習： タマサート大学協力  

2008 ベトナム・ナムディン省調査実習：ベトナム国家大学協力  

2009 ベトナム・ビンズオン省調査実習：ビンズオン大学協力  

2010 マレーシア・北部ケダー調査実習：マレーシア北部大学協力 

 

【過去の参加者】 これまでの調査では、所属としては、愛知大、大阪外大、大阪大、大妻女子大、

学習院大、鹿児島大、株式会社ＣＡＣ、京都大、熊本学園大、慶應義塾大、神戸大、佐賀大、静

岡文化芸術大学、上智大、シラパコン大、成城大、ソウル大、タンザニア・ボレポレクラブ（タンザニ

ア農業開発NGO）、千葉大、千葉敬愛短大、中央大、チュラロンコン大、筑波大、津田塾大、帝京

大、東海大、東京大、東京外大、東京学芸大、東京基督教大、東京女子大、東北大、都立大、名

古屋大、南山大、新潟大、文教大、法政大、放送大、マハーサラカーム大学、明治大、立教大、立

命館アジア太平洋大、琉球大、早稲田大 (50音順)から、専門は地域学、経済学、考古学、社会学、

神学、政治学、開発経済学、哲学、歴史学、文化人類学、農学、農業経済学、民俗学、建築学な

ど、様々な研究分野の方々に参加していただいております。 

 

【当研究会の出版物】  

アジア農村研究会編『学生のためのフィールドワーク入門』（めこん、2005年）  

 

より詳しい沿革や過去の調査の詳細、調査中の生活方法などは、  

アジア農村研究会編『学生のためのフィールドワーク入門』 （めこん：2005年）

(http://www.mekong-publishing.com/books/ISBN4-8396-0185-2.htm) をご覧ください。主要大学

の図書館にも配架されています。  
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アジア農村研究会 インドネシア西ジャワ州カラワン調査実習(2011年3月) 参加申込書  

 

①氏名（漢字・フリガナ）：  

 

②氏名（パスポートに記載されたローマ字・アルファベット表記）：  

 

③生年月日（西暦）： 19   年  月   日  

④性別： □男 □女  

⑤国籍：  

⑥現住所： 〒  

⑦電話番号 

固定電話（     ）-(      )-(      )  / 携帯電話 （     ）-(      )-(      )  

⑧E-Mailアドレス（長文・添付ファイルを受信できるアドレス） ： 

⑨緊急連絡先：  

Tel： （     ）-(      )-(      )           （氏名            /続柄      ）  

⑩パスポート番号：  

⑪パスポート発効日：    年  月  日  

⑫パスポート失効日：    年  月  日  

⑬所属・（大学院/大学名・学部学科名・職位など）  

 

⑭英文在学証明書・大学ウェブサイト等に記載された大学院/大学名・学部学科名など 

（正確な名称をご記入ください）  

 

⑮学位の有無： □修士号 □博士号  

⑯専門・研究テーマ・関心：  

 

⑰2011年2月下旬の海外渡航予定: □あり □なし  

⑱事前説明会参加の可否： □参加 □参加不可  

 

※個人情報の保護について  

お預かりする個人情報は調査実習に関する事務連絡や関係書類の送付、現地協力機関への

申請のみに用います。本調査実習に関係しない目的への使用はございません。電子メール

の場合送信の途中で第三者に傍受される可能性がありますのでご心配な方は封書でお送り

ください。ビザ申請のため、すべての項目が必須事項です。 なお、参加者確定後、連絡を

円滑に行うため、参加者名簿とメーリングリストを作成・回覧する予定です。あらかじめ

ご承知おきください。   



6 

 

未成年参加の場合の法定代理人同意書  

 

 

アジア農村研究会 石田 幸生 殿 

 

                                                               年    月    日  

 

 

下記の者が「アジア農村研究会 インドネシア西ジャワ州カラワン調査実習(2011年3月)」 に参加

することに同意します。  

 

参加者氏名：  

……………………………… 

 

 

法定代理人：  

 

＊住所  〒 

……………………………………………………………………………… 

＊氏名                          印 

………………………………… 

  

 

緊急連絡先（氏名:                / 続柄:        ）  

 

＊ 住所: 〒 

……………………………………………………………………………… 

 

＊ 電話番号（固定電話）：  （     ）-(      )-(      )  

＊ 電話番号（携帯電話）：  （     ）-(      )-(      )  

 

 

※注意事項：本同意書は、必ず法定代理人（親権者または後見人）が記入してください。  

成年者は本同意書を提出する必要はありません。 

 


